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	発言通告書

	平成　３０年　７月　２７日
志太広域事務組合議会議長　松本　修蔵　様

志太広域事務組合議会議員

氏名　石井　通春　　㊞

次のとおり通告します。

	※　発言の種別
	質　疑　　　一般質問（　一括　／　一問一答（２回目以降））
緊急質問　　討　論


	議案番号
	質疑事項
新大井川環境管理センター　入札額が10億以上高い業者が落札した件について
	答弁を求める者　　管理者

	第8号議案
新大井川環境管理
センター建設請負
工事契約の締結
について


	１：金額差以上にクボタ選定となった加点理由、入札額が高くても敢えて選定した理由は何か。

２：高ければだめと一概には言えないが、それでも落札した今回のケースの場合、納税者である市民に対し納得できる説明に組合は何を示すべきと考えているか。

３：両者で加点差に最も生じているのは「地元社会への貢献」である。その差は3点であり、金額にすれば約3000万の差をクボタが提案により逆転したことになる。公表されている評価は「（クボタが）より地元企業への発注を計画している点を高く評価した」のみである。それ以上の説明はあるか。他の差がついている項目について（危機管理、安定かつ経済的処理、品質管理、施設の長寿命化等）も同様の説明しかないが、同様にこれ以上の説明があるか。

４：組合は落札後であっても、両社からの提案書を組合議会に開示する事を拒んでいる。その理由はH29年9月組合策定の「新大井川環境管理センター整備、運営事業入札説明書」のうち応募に関する留意事項中（８）著作権　入札参加者から本入札説明書等に基づき提出される書類の著作権は、入札参加者に帰属する。ただし、本組合は、本事業の範囲において公表する場合、その他本組合が必要と認める場合には、本入札説明書等に基づき提出される書類の内容を無償で使用できるものとする。であるが、これは例え議会であっても提案書は開示できないという意味なのか。

５：この理由で開示しないのは市民の税金の使い道をチェックする議会制民主主義に反する対応ではないのか。

６：提案書中企業の不利益に当たる部分があり開示しないとしているが、どの部分が不利益になるのか提案企業側に確認をしたのか。あるとすれば提案書中のどの部分が相当するのか。


	


（注）　１．質問の要旨は具体的に記載してください。

　　　　２．※欄は事務局記入欄です。
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